
ほっとカフェ中川は、NPO法人ぐるっと緑道が管理主体となって運営されているコミュ
ニティ・カフェである。
立地は、フィットネスハウスぱれっとの

１階に併設されており、中川駅から徒歩１
分と立ち寄りやすい場所にある。
メニューには、厳選された豆で提供される

コーヒーや、手作りのパン、シフォンケーキ
が美味しいと評判に。

運営管理組織 NPO法人 ぐるっと緑道
人数 運営スタッフ 6名

ボランティアスタッフ ２５～３０名
(運営スタッフを含む)

運営時間 週５日 １日７時間
運営収入 飲食 棚ショップ その他(講座の席代)

近年、高齢化が社会的に問題視されており、地方だけでなく都心部においても､ひとり
暮らしをするお年寄りが増加している。そんな、ひとり暮らしをしているお年寄りが、
新たに友人をつくれるような場、地元地域の活動拠点のひとつとして役割を果たすコ
ミュニティ・カフェに関心を持った。
横浜市内には、多様な目的を持って運営されているコミュニティ・カフェが約60件存

在している。なかでも今回の研究対象地が立地する、横浜市都筑区の中川地区には3つの
コミュニティ・カフェが運営されている。そのうちのひとつである”ほっとカフェ中川”
に着目し、コミュニティ・カフェについての知識を深めるとともに、ほっとカフェ中川
の利用者や周辺地域にどのような影響や変化が起こったか明らかにする。

はじめに

地域や地域住民にとっての居場所、地域の情報発信の場、地域活動の拠点としての役
割を持ち、近年注目をされている。
その他にも、多様な運営目的が存在し、子育て支援と親子の交流、高齢者福祉と出

会いの場、障がい者の支援と協働、多世代交流などが挙げられる。
コミュニティ・カフェが運営されている土地によって目的も異なっており、多種多様
な目的のもと、人々の居場所づくり、地域のまちづくりが行われている。

コミュニティ・カフェとは

ほっとカフェ中川とその運営

ほっとカフェ中川の他にも、多様な機能・目的を持って運営されているコミュニ
ティ・カフェが多く存在する。
【目的】 【機能】

(例)シェアリーカフェ(中川)
港南台タウンカフェ
(港南台)

(例)ぴよぴよ(市が尾)
はなまる(中山)

(例)ふらっとすてーしょん
どりーむ(港南台)
ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｶﾌｪ あんさんぶる
(二俣川)

その他に、スローカフェ、障がい者支援、
青少年支援、多世代交流といった目的があげ
られ、どの目的においても、人とのつながりを大切にしている。

当研究室では、NPO法人ぐるっと緑道、遊歩道研究会と協力関係を結び、安全性の向
上のために２０１０年３月末に、横浜トヨペット(株)横に歩道を設置した。
その他の活動として、中川駅前地区ほっとカフェ中川の運営や、中川駅前地区花と緑の
まちづくり事業の連携活動が行われていた。
なかでも、ほっとカフェ中川は地域住民と地域と活動団体とのつながりが強いと感

じ、コミュニティ・カフェが存在することで地域に対する効果や変化が起こりやすいの
ではないかと考え、選定した。

大学との連携と対象地選定理由

事例研究と通して、コミュニティ・カフェには主に、人と人が集まる居場所であるこ
と、地域情報発信や交流の場であること、地域の活動拠点であることがわかった。
調査対象地である、ほっとカフェ中川においても３つの役割が果たされているのか、利用
客を対象としたアンケート調査を行った。
目的は、利用客がどのような目的で来店しているのか、ほっとカフェ中川を利用したこ

とによって交友関係の変化や地域に対する関心意欲について明らかにする。

◇利用者層

◇利用実態

◇利用効果

アンケート調査の結果

コミュニティ・カフェとその機能

32%

37%

9%

5%
4%

0%
12%

1%

カフェを知ったきっかけ
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その他 NA
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利用目的

食事 おしゃべり

休憩 仕事オフィス

待ち合わせ イベント講座

サークル活動 会議打ち合わせ

その他 NA
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57%

25%

5%

4%

カフェから得た情報からの

地域への関心の高まり

かなり高まった 少し高まった
あまり変わらない 全く変わらない
NA

ほっとカフェ中川を知ったきっかけとして、友人の紹介、通りがかりが半数を超えてい
る。地域や地域住民に近い存在だということがいえるのではないか。また、ほっとカフェ
中川を利用したことによって、新しく友人ができた人も多く、実際に交友関係に広がりが
できていることが分かった。情報発信の場という面でも、店内に掲示されている情報か
ら、地域に対する関心が少しではあるが高まっていることがわかる。
また、ほっとカフェ中川が居心地の良い空間であることもわかり、利用客にとっても、

地域住民にとっても居場所となっているのではないかと考える。

アンケートをふまえて

1231161 長谷川祐規 1361046 小谷野結希 1361071 竹原彩

まちづくりタイプ

子育て支援タイプ

高齢者支援タイプ

まちづくり促進機能

地域情報発信機能

地域交流促進機能

子育て相談機能

預かり・保育機能

居場所提供機能
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地域に起こった具体的な変化

地域環境の改善 街が華やかになった

にぎわいがある 住民同士が仲良くなった

子供が活発に遊ぶ その他

NA

会話促進機能

外出促進機能
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年齢層
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50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳
75歳以上 NA
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利用頻度

ほぼ毎日 週2～3回 週1回

月2～3回 月1回 年に数回

過去に2～3回 初めて
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利用目的

食事 おしゃべり 休憩
仕事オフィス 待ち合わせ イベント講座
サークル活動 会議打ち合わせ その他
NA
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新しく知り合えた人の数
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企業や事業
地域安全防災

サークル
自治町内会

イベント講座
地域の施設
周辺の学校

行政(市や区)
ボランティア
コミュカフェ

多様な街づくり
地域の清掃活動
地域の緑化活動

関心か高まった具体的な内容
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企業や業者

異世代

同世代

家族構成

趣味が似てる

近所の人

新しく知り合えた人の具体例


